


車tgj身初Eぎの大規模{lま晶子Mの芳j言
たかてんじんじようあと

高天神城跡

調査地

調査の原因

調査の面積

調査の期間

5.調査の内容
せんごくじだい

高天神城朗は戦国時代、

関わった山城です。
しせきせいび ほんまるまとば

平成 10年度から史跡整備に伴う発掘調査を実施しており、平成 18年度には本丸・的場
くるわ

曲輪等の主要曲輪周辺に展開する曲輪群が調査されました。曲輪内からは、建物跡を示
ちゅうけっそせきあと つうろあと しようへきもち

す柱穴や礎石跡等は発見されませんでしたが、通路跡や、曲輸を結ぶ通路の障壁に用い
きだんあと ぼうぎょ

られたと考えられる基壇跡等が発見されました。本丸・的場曲輪の南側からは、防御の
もんあとさくれつあと しょうけっ

ための門跡、柵列跡と考えられる小穴が多数発見されました。また、斜面地に平場を確保
だいきぽ ふしん

するために斜面を削ったり、谷地を埋め立てる等の大規模な普請が行われていたことも
げんじゅう ぼうぎょ ふしん

わかりました。本丸・的場曲輪等の主要な曲輪を守るために、厳重な防御としての普請

と作事が行われていました。
しゅつどいぶつ おさ

出土遺物では、武田・徳川氏が治めていた時代(16世紀中頃~後半)の陶磁器の他、
そうち〈

天神城の倉Ij築にあたる今川氏の時代(16世紀前半)の陶磁器も発見されました。
ふしんほり どるいいしがきさず

普詰:堀を掘ったり、土塁・石垣を築いたりする土木工事のこと o

hi主 門や鴻らなどの建築物を建てる建築工事のこと。
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小皿(16世紀前半)の出土状況
こふんじだいぜんき おおがたたてあなじゅうきょあと

i!iljぎ痔ft尉坊のオ歪fE片倉Ej#の芳j言

かみひじかたみねむかい

掛川|市上土方嶺 向3136ほか
しせきせいび

史跡整備

1， 500 rrf 

平成 18年 12月~
的場曲輪下腰曲輪の基壇跡

平成 19年 3月
とおとうみ はけん あらそ いまがわ とくがわ たけだ さんぶしよう

遠江において覇権を争った今川 ・徳川|・武田氏の三武将が
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石囲い炉(縄文時代中期)

つ山

よしおか

掛川市吉岡1249-1ほか

茶園改植

1. 334 rrf 

平成 18 年 5 月 ~8 月

調査地

調査の原因

調査の面積

調査の期間

調査の内容

1. 

4. 

5. 

2. 

3. 



調査では、縄文時代中期(約 4，500年前)の竪穴住居跡 1軒、弥生時代後期(約 1，80

O年前)から古墳時代前期(約 1，700年前)の竪穴住居跡 10軒、士坑墓の他、多数の土坑・

小穴等が発見されました。

周辺域では縄文時代の調査例はほとんどなく、石で固まれた炉を伴った竪穴住居跡は

貴重な発見となりました。

また、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡の中には、当時の一般的
ちょうけい

な住居の長径が 5""'6m程度で、あるのに対し、 9mを測る大型のものが発見されました。

大型の住居跡を含め、弥生時代後期から古墳時代前期におよぶ竪穴住居跡・掘立柱建物

跡、墓跡等が発見され、住居域と墓域の関係を知る手がかりになりそうです。
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吉岡原遺跡

3 ④; 
けんどうかけがわやま立しせん

県道掛川山梨線

瀬戸山 I遺跡

たかだいせき

高田遺跡

¥女高E遺跡

， D A !! 「 ひさごづかとふん

瓢塚古墳
4 

1 :高田遺跡第 17次調査地点

2:高田遺跡第 19次調査地点

3:吉岡原遺跡第 7次調査地点

4:女高 I遺跡第2地点
はらのやがわ

原野谷川
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i5若島ヂ付与tJ!IJjのIH.ゴミ援で場の芳jぎ
たかだいせき

高田遺跡(第 19次)

1. 

2. 

3. 

4. 

F :J. 

調 査地

調査の原因

調査の面積

調査の期間

調査の内容

よしおか

掛川市吉岡1321-5ほか

茶園改植

395 rri 

平成 18 年 6 月 ~11 月

こふんじだいちゅうき

調査では、弥生時代後期(約 1，800年前)から古墳時代中期(約 1，600年前)の竪穴住居

跡12軒、方形周溝墓 1基、 多数の土坑 ・小 穴が発見されました。出土遺物は、 弥生時

代後期から古墳時代中期の土器で、この丘陵ではあまり出土例がない古墳時代中期の土

器片がまとまって出土しま した。不定形な大型の土坑から出土しており、ほとんどが破片

であることから、ゴミ捨て場のような場所に土器片が捨てられたものと考えられます。
がん か えんべんぶ

調査地点は、丘陵の内部ではなく谷地を眼下にひかえた丘陵の縁辺部にもかかわらず、
みっしゅう

多数の住居跡をはじめ遺構が密 集していることがわかりました。周辺の丘陵縁辺部にも

集落が展開していると考えられます。

E 度繰illtJßI.ご度原す~集J審坊の芳j言
よ しおかばらいせき

吉岡原遺跡(第 7次)
よしおか

1. 調査地掛川|市吉岡1673-1ほか

2. 

f 銅色

調査の原因茶園改植

3. 調査の面積 514 rri 

4 調査の期間平成 18年 8月~ 手持鷲h--z
可 r ・ ~，~!..~睦宮曹哩!!!'恥匂‘且~三日工切崩語圏

5.調査の内容 平成 19年 1月 完掘状況 1
コよいじだいこうき とふんじだ い ぜん き たであな じゅうきょ

調査では、弥生時代後期(約 1，800年前)から古墳時代前期(約 1，700年前)の竪穴住居

跡12軒、掘立柱建物跡、多数の土坑 ・小穴が発見されま した。出土遺物には、 弥生時代

後期から古墳時代前期の土器、ガラス玉、砥石等が出土しました。
えんべんぶ

高田遺跡(第 19次調査)同様、 E陵の縁辺部に立地する集落跡ですが、多数の竪穴住居
みつしゅう

跡が密 集していることがわかりました。
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ー二品
重なり合う竪穴住居跡

i!i境汚付与台去すの

女高 I遺跡(第 2地点)

1. 

2. 

3. 

たかだ

調査地掛川市高田154-1← 2ほか

調査の原因 茶園改植

調査の面積 392 ni 

4 調査の期間平成岬 11月~ d三;'U'占
5.調査の内容 平成 19年 3月 竪穴住居跡(弥生時代後期)

調査では、弥生時代後期(約 1，800年前)から古墳時代中期(約 1，600年前)の竪穴住 居
あと ほうlれ、しゅう こうほ ほったてばしらたてものあと みぞあと さいし い こ

跡 6軒、方形周溝墓1基、掘立柱建物跡 1棟、溝跡 1基、祭記遺構1基、多数の小穴
いしI:fうちょう

が発見されました。 出土遺物は、弥生時代後期から古墳時代中期の土器の他、石包丁、
せきせし、もぞうひん

石製模造品等が発見されました。
かや

弥生時代後期(約 1，800年前)の竪穴住居跡からは、火事で、炭になった木材 ・萱等が発
かがくぶんせきちょうさ ざいしつ はんめい

見されました。今後、科学分析調査により材質が判明することによって、竪穴住居の構
Lよくせい ふくげん

造、当時の植 生を復元する上で貴重な資料となります。

方形周溝墓と呼ばれる古墳時代前期(約 1，600年前)の墓跡は、 一辺 8mの墓の周りに
い がい まいそう しせっ

幅 1. 5~2mの溝を巡らせたものですが、遺骸を埋葬した施設は発見されませんでした。

また、その溝の上からは、古墳時代中期(約 1，500年前)の完全な形の壷・高郎等ととも

に、貧[Jの形を模した石製模造品と呼ばれる祭りに使用されたものが発見されました。祭
きんせつ

りに関わる遺構だと考えられます。同じく古墳時代中期のj奇跡は、その溝に近接し建物
はいすい

もしくは柵と考えられる柱穴が発見されていることから、排水のためではなく 土地を区

画するための溝跡だと考えられます。

この地域での古墳時代中期の調査例はほとんどなく、 特に祭示日の跡ははじめての発見

祭市E遺構(古墳時代中期)

-5-



くに しせ きわだお泊、こ ふんくん ひさ ごっか こふん

となりました。また、同じ時期の国史跡和田岡古墳群の一つで、ある瓢塚古墳から 200m

しか離れていないことから、古墳と集落の関係を解明する上で貴重な資料になると考え

られます。

こんせき

犬:潔獲I;;.~i5 ffiA j3.I事の痕jj!Ji---/l友成PJj遺跡
ちゅうせいいもの こうぼうあと

中世話事持参Z房坊の-9s---4=/iifJ遺跡
しょくりょうかこうしせっ

結文民ヂffのtt!I !JO.I~t~ (.〆ノ外道官排ノとの筋道嘉彦一票7苦初

八坂別所遺跡・牛岡遺跡・栗下遺跡
やさか

1.調査 地掛川市八坂182-11ほか
けんえいのうめんのうどう せ いびじぎょう

2.調査の原因 県営農免農道整備事業

3.調査の面積 6，295 rrf 

4.調査の期間 平成 8・12・15・16年度(現地調査)

平成 18年度(報告書作成に伴う整理調査)

5.調査の内容
ひがしやまぐちち く

平成8・12・15・16年度に東山口地区の県営農免農道整備事業に伴う埋蔵文化財調査

が実施されました。平成 18年度には整理調査が実施され、その内容が報告書としてまと

められました。その概要を紹介します。

やさかベっ しょい せ き

O八坂別所遺跡
へいあん じだい すえきは じ き

奈良時代(約 1，300年前)から平安時代(約 1，200年前)にかけての須恵器・土師器とと
みぞあと ちゅうけつ どフろじようい」

もに、溝跡 ・柱穴・道路状遺構が発見されました。 道路状遺構は全国的に非常に珍しい
こんせき

もので、固くしまった当時の道路面の 1m程下から大規模な土木工事の痕跡が確認され
とびらざい かこうこん かくざい いたさい し

ました。その土木工事とは、建物の扉材や加工痕のある角材・板材を敷き、さらにその
じゅもくひょうひ くさ

下に樹木の表皮やアシ・ヨシなどの茎を何層にもわたって敷き詰めたもので、低地に道
っく じばんちんか

路を造る際の地盤沈下を防ぐ工夫がされていました。
わどうかいちん かへい

また、道路状遺構の東側lからは、 和同開弥(708年につくられた貨幣)、豊富な種類の須
ぼくしょどき とうせい すずり えんめんけん てんよう

恵器・墨書土器、陶製の硯である円面硯、硯に転用された須恵器など、一般の集落から
かんが そうとう

はあまり 出土しない遺物が発見されていることから、官街(古代の役所)の一部に相当す

る遺跡だと考えられます。

うしおかいせき

O牛岡遺跡
せんごくじだい じようもんじだい

鎌倉時代(約 800年前)から戦国時代(約 500年前)の集落の一部と、縄文時代の石器を

含む層が確認されました。戦国時代の遺物には、金属を加工していたことを示す鋳物の

道具が確認されており、集落の中に鋳物の工房が存在したと考えられます。

くりしたいせき

O栗下遺跡
じようもんじだい こう きすえ ばんき たてあな じゅうきょあと ほったてばしらたてものあと

縄文時代後期末から晩期(約 3，000年前)にかけての竪穴住居跡・掘立柱建物跡・
りんせつ

小穴等が発見されました。隣接するメノト遺跡は、栗下遺跡と 同時期の遺跡で、ドング
ちょぞう

リ等の木の実を貯蔵する穴(20基)と、木の実のアク抜きのための水さらしを行った、当

-6 -



こんせき

時の食糧加工場とも言える痕跡が確認されています。メノト遺跡の食糧加工としての

作業域に対し、栗下遺跡は居住域であることから、メノト・栗下遺跡は同じ集落におい

て作業域と居住域の使い分けがされていました。縄文時代の集落構造を考える上で非常

に貴重な遺跡であることがわかりました。

八坂別所遺跡 :道路状遺構下層板材出土状況 八坂別所遺跡:道路状遺構最下層

栗下遺跡 小型鉢形土器(縄文時代晩期) 栗下遺跡:耳飾り(縄文時代晩期)

7 



めいわ いんれき

明和 9年(1772)5月 21 日(陰暦)、現在の
ながや こ でがや どうたくひとくち

長谷小出ヶ谷地区において銅鐸一口が発見さ
とどけで

れ、掛川藩に届出されました。これは、現在
はっけんとどけ

の文化財保護法の遺物の発見届と 同じこと

で、掛川市教育委員会では、市民の埋蔵文化

財に対する理解と保護・保存しようとする意

識の向上を願い、出土文化財展を開催します。
文化財愛護シンボルマーク


